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令和８年 5月 14日 

文責 校長 

 

 

 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

18（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

19（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

20（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

21（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

22（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ プレミアムフライデー 

 

mamas café 来週の日替わりランチ  

18（月） 19（火） 20（水） 21（木） 22（土） 

鮭のごまみそ焼 

青菜の和え物 

豚汁 

肉じゃが 

からあげ 

吸い物 

ミックスフライ 

コールスロー 

スープ 

鶏チリソース 

マカロニサラダ 

スープ 

ラーメン 

揚げ餃子 

半チャーハン 

 

（今日のイイね！） 

 

 

パイルアップで働く本校卒業生の先

輩が、校舎についた日常の清掃活動で

はとれないような汚れを一生懸命作業

してきれいにしてくれています。 

皆さん全員がこの場面を見れるわけ

ではありませんが、汚れがとれている

ことには気づけるのかもしれません。 

今年度先生方は『想像力を大切にし

よう』と言う目標を共有しています。 

誰かが苦労して汚れを落としてくれて

いるという場面を想像する力は、あな

たに大きな成長をもたらすはずです。 

 

甘い？ 厳しい？ 

皆さんは立花高校は甘い学校だと思いますか？厳しい学校だと思いますか？と、

聞いておきながら、私はそのような２択の考え方がどうしてもピンときません。対局を

なす存在ではないと思いますし、そもそも選択肢は２つだけではないはずです。しかし

どうしてもこの２択に結論を出すならば、私は『厳しい』学校だと思っています。 

 

大人の皆さんは、『社会』を意識して子どもたちと接します。その価値観から見ると

子どもの行動のすべてがいちいち気になってしまうものです。子どもの行動や考え方

が大人から見たらとても『甘く』感じられてしまうのです。まぁ私たち大人だってだて

にいろんな経験を重ねてきているわけではありませんからね。大人には大人の気持

ちがあるのです。それを私は決して否定するつもりはありません。 

 

しかし、子どもが子どもでいられるとても短い時間を、私達は立派な大人に育って

ほしいと願いすぎて、子どもたちの子どもらしさを奪ってしまっているようにも思えるの

です。子どもの意思決定に大人が介入しすぎてはいないでしょうか？親子であっても

ましては教員と生徒さんでも、異なる人格同士なのです。大人の思うように子どもを

コントロールする感覚は、子どものとても大切な経験を奪ってしまいます。 

 

それは『自分で考えて、自分で決めて、自分で行動する』ということです。このこと

こそ立花高校が何より大切にしていることです。立花での数年間は、徹底してこの経

験を積むことにこだわりたいのです。つまり、立花高校はそんな主体性を持ったの決

断と行動にこだわる、とてつもなく厳しい学校だと思っています。突き放すわけではあ

りませんし、介入する考え方を否定するつもりもありません。それが『ひとりの人格』と

して生まれながらに持っている最も大切な権利だと強く信じているだけです。 

 



立花高等学校通信 ～ゆっくり・のんびり・まったり～ 

パイルアップ  

第８号 

令和８年 5月 21日 

文責 校長 

 

 

 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

25（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

26（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

27（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

28（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

29（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

30（土） 全学年 新 花 祭 

 

mamas café 来週の日替わりランチ  

25（月） 26（火） 27（水） 28（木） 29（土） 

ハンバーグ 

青菜のゴマ和え 

ミネストローネ 

海老天うどん 

切干大根 

いなりずし 

魚のあんかけ 

高野豆腐の煮物 

みそ汁 

豚キムチ 

ポテトサラダ 

かき玉汁 

タコライス 

白身フライ 

スープ 

 

（今日のイイね！） 

 

 

ニュージーランドに留学中の２年 A 組

安藤侃輝くんの近況です。同じ日本人

留学生と一緒に協力しながら、現地で

の生活に少しずつ慣れてきて楽しく過

ごせているようです。 

生徒の皆さん、チャレンジはいつで

もどこでも自由に描ける君たちの特権

です。やりたいこと、行きたい場所が

あるならば、早々にあきらめる必要は

ありません。どうすれば実現できるか

を前向きに考えてみましょう！ 

 

新花祭 

私は学生時代体育の授業が大の苦手でした。足も遅い、高く飛べない、球技もダ

メ、水泳に至っては完全なる金槌で、いわゆる『運動音痴』を絵に描いたような少年

だったのです。徒競走で自分の番が近づいてくる絶望感が忘れられません。 

 

運動が大の苦手なそんな私ですが、実は体育の授業は大好きでしたし、体育大会

も徐々に大好きな行事へと私のイメージが劇的に変化していったのです。小学校時

代の先生と地区のソフトボールチームの監督さんが同じような声掛けをして下さった

のがきっかけです。とても嬉しかった気持ちを鮮明に覚えています。その声かけは 

 

『ま～くんはいつも楽しそうに大きな声を出して盛り上げてくれるね。ありがとう』 

 

というものでした。ソフトボールチームでも６年生になっても２軍、４年生や５年生よ

りうんと下手だったのですが、バカにされることなく練習に参加することができたのは

自分にできることを自分にできる範囲で楽しもうという心掛けが大きかったと当時を

懐かしく思い出します。体育的行事は体育が得意な人以外でも様々な活躍の仕方

があると思えるようになりました。もちろん体育に限ったことではありませんが。 

 

足が速い人は出番ですよ。万雷の拍手をもらいましょう。係活動に一生懸命取り

組むことも活躍です。話すことが得意な人にはアナウンスが持ってこいなのかも。友

達の活躍に拍手を送ることも活躍のひとつでしょう。校舎に落ちた運動場の砂を掃

除することも大大大活躍です。自宅でみんなのためにテルテル坊主を作るのはカッ

コいい陰のヒーローです。新花祭は、あなたがあなたらしく輝ける素敵な素敵な行事

なのです。さぁ、どこに自分の活躍を見つけますか？必ず目の前に転がっていますよ。 

 



立花高等学校通信 ～ゆっくり・のんびり・まったり～ 

パイルアップ  

第９号 

令和８年 5月２８日 

文責 校長 

 

 

 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

1（月） 全学年 新花祭代休日 

2（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

3（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

4（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

5（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

３日５限目は校内漢検 

mamas café 来週の日替わりランチ  

１（月） 2（火） 3（水） 4（木） 5（土） 

店休日 

とんかつ 

春雨サラダ 

みそ汁 

ジャージャー麺 

餃子・おにぎり 

スープ 

グラタン 

白身フライ 

スープ・パン 

回鍋肉 

春巻き 

スープ 

 

（今日のイイね！） 

 

 

先日、本校の卒業生（野球部 OB）がス

タッフとして働いている放課後等デイサー

ビスの見学に行って参りました。 

彼は立花を卒業して既に１５年ほど経

過しています。彼が勤務する放課後等デイ

サービスはサッカー療育を中心とした取り

組みをしていますが、彼自身はとても柔ら

かい雰囲気で子どもたちからも人気のあ

る支援員でした。 彼がイメージしているの

は『個を大切にした支援』だと言うことで

した。立花高校で個を大切にすることを学

んだと言ってくれて涙が出そうでした。 

 

雨 

急に暑くなったかとおもえば雨が続いたり、実に大変な気候となっています。新花

祭当日の天気が何より心配ですが、もとより私たち人間は自然にかなうはずもありま

せん。降ったら降ったでできることを考えて決断するまで。暑すぎると熱中症が心配

ですし、かといって雨に降られるのも嫌だし・・・ちょうどよい感じを求めてしまいます。 

 

もし雨が降ったら、その雨は『あいにくの雨』になるのでしょうか？よくよく考えてみ

ましょう。もし体育系の行事が嫌いな人にとっては『恵みの雨』なのかもしれません。

雨は『雨』でしかないのです。ただ雨が降ってくるという現象を、私達が勝手に『あい

にく』なのか『恵み』なのかをジャッジしているだけなのです。受け取り側の解釈で何

事も『あいにく』か『恵み』かは、勝手にうつろっていくものなのです。 

 

感情としては残念に思ったり嬉しく思ったり当然違いはあると思います。しかし一

呼吸おいてみると、結局はその評価は自分の状態でそう解釈しているだけであること

に気付いてくるはずです。そうすると『嫌な』ものの中にも違う一面を感じることがで

きるはずなのではないでしょうか？なので私は『あいにくの雨』という表現を絶対に

使わないように心がけています。せっかく降ってくれた雨に失礼ですからね。 

 

以前コンビニのレジの方がとてつもなく作業が遅かったことがあります。先を急い

でいたのでとても困りました。しかし上のような考え方で解釈を変えてみました。先を

急ぐと事故等も心配です。間違わないように慎重に作業をされるレジの方を見てい

て私はその先の安全運転を自分の中で静かに誓いました。『遅すぎる！』と文句を言

う人もいるでしょう。同じ出来事も『おかげで安全運転ができます』と感謝ができる

のであれば素敵だと思いませんか？決めるけるのをやめれば景色が変わるのです。 

 


